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事業名 信州朝日イメージアップ作戦事業 

事業主体 

（連絡先） 

朝日村 

（0263-99-2001） 

事業区分 ⑥ イ 産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費  2,406,920円（うち支援金：1,331,000円） 

 

① 村民の景観美化意識の醸成 

② 朝日村のイメージアップ 

③ 将来的にラベンダーの摘み取

りを目的とした観光客（来村

者）の増加 

※自己評価【A】 

【理由】 

多くの村民ボランティアが参加し

たこと、またラベンダーの生育が

予想以上に良いことからイメージ

アップと村民意識の向上の二面に

渡って成果が得られた。 

【ラベンダー植樹作業風景】 

 

    【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

 今回の事業を導入したことで、荒廃していた幹線道路

の植樹帯の樹木を除去すると供に、新たにラベンダーを

植え景観として素晴らしい成果を得ることが出来た。 

併せてラベンダー植樹に参加した村民ボランティア

には自分達で手がけた村の景観という意識が芽生えた。

また村外からの訪問者（お客さま）を「おでむかえ」し

ようという気持ちが育ちつつある。 

 村の顔とも言うべき幹線道路の植樹帯は、農村風景と

一体化した景観とならなくてはならないが、植樹した樹

木が荒廃していたため、「おでむかえ」と「おもてなし」

の意識を村民の中で高めるため、村民ボランティアによ

って荒廃した樹木を除去し、新たにラベンダーを植える

作業を行う。 

 村の顔というべき幹線道路は村境から最奥の野俣沢 

林間キャンプ場まで伸びているが、その大部分でラベ 

ンダーを植樹することができた。今後はラベンダーの 

成長を見守る(草とりなど)ボランティアを継続し、また 

大きく成長した暁には、自由に摘み取りを行える観光ス 

ポットへと計画していく。 


